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４.暖房効率を高める。
⑴暖房機の熱交換面を清掃する。
⑵暖房機のノズルの交換、空気量の調整をする。
⑶温度センサー位置は生育ステージに合わせる等適切な位置に設置

する。
⑷温風ダクトの配置は、穴の間隔、ダクト間隔を調整する等適正に

配置する。
⑸循環扇等の利用により、温度ムラを少なくし、過剰暖房を防ぐよう

にする。

５.栽培管理の工夫を行う。
⑴整枝、誘引、摘葉等適期管理を行い、採光を図る。
⑵品目によって異なるが、夕方適温で、ハウスを閉めて保温する。
⑶ハウス北側の妻面やサイド部を防寒資材で被覆する。
⑷節油のあまり、適温を下回る管理をしない。
　※収量が上がらなくては意味がない。

　近年、原油価格が高止まりし、農家の経営面でも大きなウエイトを占
めています。そこで、我が家でも出来ることをもう一度、見直していた
だければと思います。

１.ハウスの気密性を高める。
⑴ビニールの破れや隙間を無くす。
⑵出入り口の内外にフィルムを張り、冷気の流入を防ぐ。
⑶谷部、サイドは、妻面から１．５ｍ程度重ね代をとって、風の侵入

を防ぐ。

２.多重被覆を導入する。
⑴可能な限り多重被覆を導入する。
⑵カーテンが変質したり、破れたりしている場合は交換又は補修する。
⑶寡日照、高温、多湿対策として日中に換気や病害虫防除を行う。

３.夜間は変温管理を行う。
⑴夜間の設定温度は、４段サーモなどを活用した温度管理を行う。
⑵品質や収量に影響のない設定温度で、管理を行う。

野
菜

施設栽培における省エネ対策 小林　優介
下島営農指導センター
080-1729-1635

野　菜

果
樹

１１月の柑橘園管理 原口　悠貴
下島営農指導センター
080-2725-7775

果　樹

　11 月下旬より早生温州の出荷が始まりますので、収穫前の貯蔵病
害対策を実施してください。
１．病害虫防除
対象
品種

対象
病害虫 薬剤名 希釈

倍数
収穫前日数 使用回数

備考
温州 中晩柑 温州 中晩柑

温州
みかん 貯蔵病害

ベフラン液剤25 ２，０００倍 前日まで ３回 ２回
混用

ベンレート水和剤 ４，０００倍 前日まで ４回 ２回

共通 ミカン
ハダニ

スターマイトフロ
アブル

２，０００
倍 ７日前まで １回

発生時ダニコングフロア
ブル

３，０００
倍 前日まで １回

コロマイト水和剤 ２，０００
倍 ７日前まで ２回

※ダニ剤のコロマイト水和剤については２回使用ができますが抵抗性回
避の為、１回の使用をお願いします。

２．温州みかん着色促進及び浮皮軽減
時　　期 薬剤及び希釈倍数

２回目 10月中～11月上旬
（５～６分着色時）

サルファ―ゾル
加用　シリカブロー

400倍
1,000倍

３．河内晩柑の落果防止対策
　着色が始まると河内晩柑ではヘタ部で離層が形成され、特に大玉で
は落果しやすくなります。着色状況、気象に注意し、低温予報前には
散布を行いましょう。また、落果の多い園地では尿素 500 倍～ 1,000
倍を加用し、落果抑制効果を高めましょう。（ヘタ部を中心に念入り
に散布する事が落果させないコツ！）

時　　期 薬剤及び希釈倍数
１１月上旬～（４～５分着色時） マデックＥＷ　2,000倍

※マデック EW は年 1 回の使用となっておりますので、すでに使用され
た園では使用しないようご注意下さい。

４．デコポン・ポンカンの水腐れ軽減対策
　デコポン・ポンカンでは水腐れ軽減のためにジベレリンを散布し、
青果率向上を行いましょう。
　ジベレリンを散布した園では、無散布に比べ着色が遅くなる傾向で
す。過去散布して着色遅延が気になる園では、使用濃度の範囲内で
濃度を薄くし散布を行うようにして下さい。
○ジベレリン液剤４０ｍｌの場合

対象
品種 薬剤名 使用濃度

1ビン
当たり
の水量

使用液量 実施時期 収穫前
日数

デコポン ジベレリン液剤
０．５ppm ４００ℓ

５０～
５００ℓ
／１０a

着色終期 ７日前
まで１ppm ２００ℓ

ポンカン ジベレリン液剤 ０．５ppm ４００ℓ 着色始期～
４部着色期

２１日前
まで

５．施肥

施肥時期 品種名 肥料名 １０ａ当た
り施肥量

１１月
上旬

ポンカン・清見・河内晩柑
甘夏・パール柑 熊本果樹肥料１０－７－４ ３袋

デコポン 熊本デコポン８－３－３
又はひのくに果樹９－３－３ ３袋

６．秋芽の処理
　9 月以降に発生した秋芽で、緑化したものは残すようにして下さい。
　徒長枝や緑化していない秋芽など、邪魔になるような枝は最小限せ
ん定を行いましょう。
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１）害虫
１.アブラムシ
　新芽や花穂に寄生し、生育を阻害したり排泄物によるすす病を誘
発して品質を悪くします。また、CMV を媒介したモザイク病の発生
要因となるので早期防除を徹底します。
　防除方法…防虫ネットを使用します。ハウス周辺の雑草を取り除き

ます。
農薬名 希釈倍率 使用回数

アドマイヤー　フロアブル 2000倍 ５回以内
オルトラン水和剤 1000倍～1500倍 ５回以内
モスピラン水溶剤 4000倍 ５回以内

２.ヨトウムシ類
　葉や茎、花蕾など食害します。２齢までは群生しているので早期に
発見して防除します。３齢以降は分散して食害量も多くなり、薬剤へ
の感受性も低下します。
　防除方法…防虫ネットを使用します。ハウス周辺の雑草を取り除き

ます。
農薬名 希釈倍率 使用回数

アファーム乳剤 1000倍 ５回以内
コテツフロアブル 2000倍 ２回以内
ノーモルト乳剤 2000倍 ２回以内

３.スリップス類
　葉や花弁を加害し、品質低下の原因となります。特に花に寄生した
場合はカスリ状に発色不良を起こし、著しく商品価値を損ねます。
　防除方法…防虫ネットを使用します。ハウス周辺の雑草を取り除き

ます。粘着テープを使用します。
農薬名 希釈倍率 使用回数

スプラサイド乳剤４０ 1000倍 ６回以内
スプラサイド水和剤 1000倍 ６回以内
チェス水和剤 3000倍 ４回以内

２）病気
１.灰色かび病
　花、葉、茎に発生します。花では水浸状、淡褐色～あめ色の小斑点
が形成され、やがて花全体に病斑が拡がり、淡褐色に変色して仮死し
ます。葉では暗緑色～灰緑色、水浸状の病斑を生じ、乾くと淡褐色に
なります。茎では同様の病斑を生じ、病斑が茎を取り巻くと病斑より
上部は萎凋、仮死します。多湿時には羅病部に淡褐色、紛状の分子
の集塊を豊富に生じます。

　防除方法…十分な換気をします。潅水はなるべく晴れた日に行いま
す。発病株は圃場外に処分します。

農薬名 希釈倍数 使用回数
トップジンM水和剤 1500～2000倍 ５回以内
ロブラール水和剤 1000～1500倍 ８回以内
ゲッター水和剤 1000倍 ５回以内

２.菌核病
　おもに茎の途中や地際部に発生し、羅病株は萎凋します。病勢が進
むと茎の浸された部分が変色し、やがて白色の菌糸が生え、ネズミの
糞状の菌核を生じます。また、茎の内部にも菌糸が充満し、菌核の形
成が認められます。菌核の生前期間は１～２年あり、これが翌年の発
生源となるので、発生株は放置せず、圃場外に持ち出して適正に処理
します。比較的気温が低下した冬場に多く、換気不足や多湿条件が発
生を助長します。
　防除方法…十分な換気をします。潅水はなるべく晴れた日に行います。

農薬名 希釈倍数 使用回数
トップジンM水和剤 1500～2000倍 ５回以内
ロブラール水和剤 1000～1500倍 ８回以内
ポリベリン水和剤 1000倍 ５回以内

３.茎腐病
　地際部の茎に発生します。最初に日中の萎凋症状が観察されます。
地際部の茎がくびれ、表面から褐白色に乾腐、やがて内部に褐色が及
び株全体が枯死します。葉の黄化や根の腐敗はほとんど認められませ
ん。土壌伝染によって発生するので、定植前に土壌消毒を行っておき
ます。
　防除方法…植え付け前の土壌消毒をきちんと行います。（バスアミ

ド微粒剤）
農薬名 希釈倍数 使用回数

オーソサイド水和剤80 600倍 ―
トップジンM水和剤 1500～2000倍 ５回以内
ベンレート水和剤 2000倍～3000倍 ６回以内

尚、農薬については金魚草での登録がありませんので、薬害には充分
気をつけて使用してください。

金魚草主な病害虫防除について 竹川　慶剛
上島営農指導センター
080-1729-1637

花　卉
花
卉

　
11
月
８
日
は
立
秋
で
す
。
木
枯
ら
し
が
吹
き
始

め
る
頃
に
な
り
ま
す
。
街
路
樹
な
ど
木
々
は
茶
色

い
枯
れ
葉
が
多
く
な
り
、
街
の
彩
り
は
少
な
く
な

る
頃
で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
軒
先
の
柿
の
木
に

な
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
実
は
と
て
も
目
立
ち
ま
す
。

　「
柿
が
赤
く
な
れ
ば
医
者
は
青
く
な
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
柿
は
栄
養
が
多
く
、
風
邪

予
防
や
二
日
酔
い
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
太
平

洋
側
で
は
晴
れ
て
空
気
が
乾
燥
す
る
日
が
多
く
な

る
頃
で
す
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
り

や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
柿
を
食
べ
て
、
ウ
ィ

ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
空
気
が
乾
燥
す
る
と
木
材
な
ど
が
燃
え

広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
火
の

取
り
扱
い
に
も
、
一
層
の
注
意
を
払
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
。「
カ
キ
」
が
赤
く
な
っ
た
ら
、
火
気
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
風
邪
予
防
と
火
の
用
心
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
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